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片側顔面痙攣に対する神経血管減圧術：術中ＡＭＲモニタリングの有用性 
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   【目的・方法】Ａｂｎｏｒｍａｌ Ｍｕｓｃｌｅ Ｒｅｓｐｏｎｓｅ（ＡＭＲ）は片側顔面痙攣（Ｈ

ＦＳ）に特異的な誘発筋電図で、その病態生理を反映している。ＨＦＳに対する神経血管減圧術（Ｎ

ＶＤ）における術中ＡＭＲモニタリングの有用性・問題点を明らかにし、ＡＭＲやＨＦＳの病態につ

いて考察する。【方法】２４例のＨＦＳ（３１～７９歳：５４±１３歳、男８、女１６、左１３、右

１１）に対するＮＶＤにおいて、持続的な術中ＡＭＲモニタリングを行い、手術経過・結果とＡＭＲ

の変化との関連を検討した。【手術結果】ＨＦＳは完全消失２２例、軽快１例、不変１例であった。

【モニタリング結果】術中ＡＭＲは１例を除く２３例で記録可能であり、手術終了時には全例で完全

に消失した。術後ＨＦＳが軽快や不変であった症例でもＡＭＲは消失した（ｆａｌｓｅ ｐｏｓｉｔ

ｉｖｅ）。ＡＭＲ消失の時期は、減圧操作にともない：１９／２３（７３％）、硬膜切開に引き続き：

８／２３（３１％）、下位脳神経の剥離中：１０／２３（３８％）などで、ＡＭＲの一過性消失も１

０例（３８％）に認めた。ＡＭＲが減圧操作まで不変で、かつ減圧操作により消失したものは９例で

あった：ｓｐｅｃｉｆｉｃｉｔｙ＝９／２３（３９％）。【結語】ＮＶＤ術中におけるＡＭＲは減圧操

作により消失するだけでなく、硬膜切開や髄液流失により一過性消失や波形・電位の変化を示すなど

多彩な変化を示す。このようなＡＭＲの多彩な変化には顔面神経核の異常が関与していると考えられ

る。  

 


